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ダイヤモンドライクカーボン（DLC）を始め

とするカーボン系材料は電気的・光学的・機械

的特性および高生体適合性など種々の高機能

特性を有することから、広範囲の分野で既に実

用化され、また更なる応用が期待されている材

料である。 カーボン材料は基本的には化学的

安定性を示すが、最表面の終端化学構造を利用

してその表面に何らかの方法で化学修飾を施

すことにより、本来カーボン材料が有する機能

特性を活かしつつ、更なる高機能特性を付与す

る可能性が近年活発に報告されてきた。1) 

本研究ではフッ素含有アゾ化合物、単体硫黄、

過酸化水素水などの光分解反応や各種有機化

学反応を用い、カーボン材料表面に温和で簡便

な表面化学修飾技術を利用した改質を施すこ

とによって、バルクとしての材料特性を維持し

つつ高付加価値を付与することが可能となっ

た。2-4)カーボン材料表面に撥水性・親水性・

生体分子固定・低摩擦特性・金属固定等の表面

特性を付与する各種官能基化技術の開発、およ

び機能性・生体適合材料への適用を目指した表

面特性について報告する。 
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